
関関回
世
代

1933年浬遣の総本深志高綬の佼盆。

東大安回i掲2置を手本にしたと伝えられる

、
回
は
古
く
か
ら
教
育
県
と
し
て
聞
こ

一－メ
え
る

長
野
県
を
訪
ね
る
。

東
京
都の

6
倍
強
と
い
う
広
大
な
面
積
を
持つ

長
野
県

は
北
信〈
県
北
部）、
東
信（
県
東
部〉 、
南
信〈
県

南
部） 、
中
信（
県
中
央）

に
生
活
闘
が
分
か
れ 、

県
立
高

校
も
こ
れ

に
準
じ
て
4
通
学
区
制
が

し
か
れ
て
い
る 。
そ
れ
ぞ
れの
通
学
区

に
は

い
ず
れ
も
1
0
0
年
以
上の
歴

史
を
持つ
有

名
校
が
あ
る
。

北
信

に
は

長
野
高

校、
東
信

に
は
上
田
高

校、
南
信

に
は
諏
訪
清
陵
高

校、
飯
田
高

校、
中
信

に
は
松
本
深
志
高

校
。

中
で
も
全
国
区
で
維
を
競っ
て
い
るの

が
長
野
高
校
と
松
本
深
志
高
校
だ 。

ー． 

円
現
在
の
県私〉
と
筑
摩
県
〈
県
南〉
が
合
併

し
て
現
在の

長
野
県
が
誕
生
し
た
際 、

県庁

の
設
置
を
巡っ
て
北の

長
野
と
南の
松
本
が

対
立 。
合
併
後
も
県庁
移転
の
議
論
が
繰
り

返
さ
れ 、
ー市町
運
動
ま
で
起
こ
っ
て
い
る
。

こ
の
南
北
戦
争
は
教
育の
世
界

に
も
及
ん

だ
。

師
範
学

校
や
旧
制
中
学
は

長
野
と
松
本

の
間
で
統
廃
合
を
繰
り
返
し
た
り 、
本

校
と

支
校
が
め
ま
ぐ
る
し
く
入
れ
替
わっ
た
り
し

て
い
る
。

し
た
が
っ
て
学

校の
沿
革
が
や
や

こ
し
い
の
だ
が 、
ま
ず
は
松
本
探・1
高

校の

庇
史
か
ら
紐
解
い
て
い
こ
う。

城
下
町
松
木
は
第
二
次
世
界
大
戦の
戦
禍

を
免
れ 、
歴

史
的
建
造
物
が
数
多
く
残っ
て

い
る
。
1

8
7
3
（
明
治
6）
年

に
創
設
さ

れ
た
日
本
最
古の
小
学

校の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
闘
智
学

校」
の

校
舎
も
現
存
し 、
武
士
も

町
人
も
同
じ
教
育
を
受
け 、
子
守
り
奉
公
す

る
少
女
た
ち
も
赤
ち
ゃ
ん
を
負
ぶっ
て
授
業

に
臨
ん
だ
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

明
治
9
年 、
開
智
学

校
内

に
県
下
初の
中

学
校
が
置
か
れ
た
。

こ
れ
が
旧
制
松
本
中
学

校
の
附矢
と
さ
れ
て
い
る
。

口
年

に
県
立の

必木深志(.Ii�学授は長野高等学校名門校ライパノレ物語
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松
本
深
志
高
等
学
校
山町
長
野
高
等
学
校

江
戸
時
代 、
現
在の

長
野
県

に
当
た
る一

帯は
寺
子
屋の
設
置
数
が
全
国最
多
で
あっ

た
。

信
州の
人
々
は
教
育へ
の
拠
出
を
惜
し

ま
ず 、
近
代

に
なっ
て
学

校
建
設の
た
めの

寄
付
も
踏
ん

に
行
わ
れ
た 。

長
野
県
で
は
県

立
高

校の
名
称
を

長
野
県
立
O
O
高
等
学

校

で
は
な
く

長
野
県
O
O
高
等
学

校
と
い
う

ぬ問えん

が 、
その
所
以
も 、
郡 、
町
村
あ
る
い
は一

組
合
な
ど
地
元の
人
々
の
手

に
よ
っ
て
誕
生

し 、
後

に
県

に
移
管
さ
れ
た
高

校
が
多い
こ

と
に
あ
り 、
「
た
だの
県
立
で
は
な
い
ゾ」とレh仏いb隊内川憾山川同同い1

1

信
州
人
の
教
育
熱
に
つ
い
て 、
松
本
市
出

中
学
校
に
な
っ
た
が
本
校
は
長
野
に
置
か

れ 、
松
本
は
支

校の一
つ

に
さ
れ
た
。

川崎
年

に
深
志
城
〈
松
本
城
の
別
名）
二
の
丸

に
松

本
支

校の
新

校
舎
が
落
成
し 、
翌
四
年

に
は

一
県一

校
制

に
よ
っ
て
他の
支

校
と
と
も

に

長
野
本

校
が
松
本

に
統
合
さ
れ
て
い
る
。

初

年
に
再
び
分
派
し 、
松
本

に
本

校、
長
野
ほ

か
2
ヵ
所

に
支

校
が
置
か
れ
た
。

ロ
年

に
こ

の
長
野
支

校
が
独
立 、
そ
れ
ぞ
れ

校
名
が
改

称
さ
れ
て

長
野
高

校の
前
身
で
あ
る

長
野
中

学
校、
松
本
探
志
高

校の
前
身
で
あ
る
松
本

中
学

校の
同
時
誕
生
と
なっ
た
。

こ
の
よ
う

な
生
い
立
ち
ゆ
え

に、
両

校
は
生
来の
ラ
イ

バ
ル
と
い
う
宿
命

に
あ
る
わ
け
だ
。

生
徒
に
任せ
て
お
け

昭
和
お
年 、
松
本
中
学

校
は
新
制
「
松
本

深
志
高
等
学

校（
以
下 、
深
志
向〉」
と
な
り 、

翌
M
年

に
初の
女
子
生
徒
が
編
入
学
し
た
。

そ
し
て
2
0
0
6
（
平
成
問〉
年 、
深
志
高

は
創
立
1
30
周
年
を
迎
え
て
い
る
。

松
本
城の
天
守
閣
を
右

に
眺
め 、
閑
静
な

住
宅
街の
坂
道
を
上
る
と 、
亦レ
ン
ガ

に
ク

I 
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拡刻
反
戸松
本羽田走氾桜陀
柄引ぷ
年卒」
付

次の
よ
う
な
仮
説
を
立
て
て
い
る 。

「
甲
斐・
武
田
と
越
後・
上
杉
が
中
間の
川

中
島
で
戦っ
た
わ
け
で 、
信
濃は

長
き

に
わ

たっ
て
両
隣の
国
が
争
う

H
戦
場H
と
な
る

だ
け
だ
っ
た 。
明
治
維
新
で
も
薩・

長・

土・
肥の
陰
で
主
役

に
な
れ
な
か
っ
た 。
自

分
も
何
か
や
り
た
い
と
い
う
強
い
意
欲
が 、

人々
を
学
問

に
向
か
わ
せ
たの
で
は
な
い
か

ーーー
私
は
こ
う
考
え
るの
で
す」

た
だ
し 、
信
州
が一
枚
岩
で
あっ
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た 。
明
治
9
年
に
旧
長
野
県

リ
l
ム
色
の
壁
を
配
し
た
洋
館
に
突
き
当
た

る 。
昭
和
凶
年の
松
本
城
内
か
らの
移転

に

伴っ
て
建
設
さ
れ
た
深
志
高

校
舎
で 、
国の

有
形
文
化
財

に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

その
奥

に
は
新
し
い

校
舎
が
あ
る
が 、
階
上
か
ら
賑

や
か
な
笑
い
戸
が
聞
こ
え 、
こ
の
古
レ

校
舎

が
い
ま
も
現
役
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る c

松
本
市
は
標
高
6
0
0
m
。

訪
ね
た
日
は

朝
か
ら
雪
が
舞い 、
天
井
が
高
い
せ
い
か

校

舎
は
暖
房
中
で
も
底
冷
え
が
し
た・・・・・・
が
し

か
し
。

半
袖
シ
ャ
ツ
の
男
子
生
徒
が
自の
前

を
横
切っ
て
い
く。

長
野の
県
立
高の
大
半

に
制
服
が
な
い
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ

ろ
だ
が 、
雪
中の
半
袖
姿

に
は
驚
い
た
。

「
旧
制
中
学の
た
く
ま
し
く 、
バ
ン
カ
ラ

で 、
自
由
な
気
風
が
最
も
強
く
受
け
継
が
れ

て
い
るの
が 、
こ
の
高

校
だ
と
思
い
ま
す」

令mv’aF
』，、

坂
巻
道
弘

校
長、
五
味
千
万
人
教
頭
が
口

を
揃
え
る
。

各
学
年
は
8
ク
ラ
ス 、
ー
ク
ラ

ス
は
男
子
幻
l

n
名 、
女
子
口
l

初
名の
構

成
で
九
百
七
十
余
名
の
生
徒
が
学
ん
で
い

る
。

坂
巻

校
長
と
五
味
教
頭は 、
伝
統
を
大

事
に
守っ
て
い
る
生
徒
た
ちの
日
常

につ
い

1995年に峻工した畏野�t支の授舎。
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て
目
を
細
め
て
語
る
と 、
「
後
は
すべ
て
生

徒
に
任
せ
て
お
け
ば
大
丈
夫」
と 、
二
人
と

も
職
員
会
議

に
向
かっ
て
し
まっ
た
。

後
を
引
き
取っ
たの
は
8
人の
生
徒
た
ち

だ 。
生
徒
会

長の
増
津
拓
也
君
（2
年〉 、

副
会

長の
伊
東
麻
美
さ
ん
〈1
年〉 、
と
ん

ぼ
祭
実
行
委
員
会
（

以
下 、
と
ん
突〉
委
員

長の
上
保
駿
介
君
〈
2
年）、
ブ
ソ
ウ
委
員

会
大
将の
橋
本
佳
樹
君
（2
年〉 、
郷
友
会

長
会
会
長
の
望
月
浩
佑
君
〈
2
年） 、
新
問

委
只
会
委
員

長の
深
部
孝
斗
君（
2
年〉 、

大
会
議

長
聞
の
勝
家
康
太
郎
君
（l
年〉 、

そ
し
て
臆
援
団

長の
小
野
聡
子
さ
ん
〈
2

年）
が
「
深
志の
こ
と
は
何
で
も
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い」
と
胸
を
張っ
た
。

ま
ず 、
プ
ソ
ウ
委
員
会
と
は
何
なの
か 。

「
舞装 、
つ
ま
り
舞
台
装
置
設
置
委
員
会
で

す
。

僕
は
ギ
タ
l

部
で
す
が 、
深
志
で
は

のっと

『
自
治の
精
神』

に
則
り 、
発
表
す
る
場
は

発表
す
る
者
自
身
で
つ
く
り
ま
す 。
と
ん
ぼ

祭の
屋
内
外の
舞
台
すべ
て
を
自
分
た
ち
で

つ
く
るの
で
す」（
橋
本
お〉

と
ん
ぼ
祭
と
は
深

志高
の
学
閤
祭
だ 。
他

自
治の
伝
統
を
守
れ

「
各
自
が
自
分の
活
動
を
重
視
し
ま
すの

で 、
衝
突
も
あ
り 、
ボ
イ
コ
ッ
ト
騒
ぎ
も
あ

り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
も
先
生の
手
を
借
り

ず 、
生
徒
同
士の
話
し
合
い

に
よ
る
解
決

に

滋
き 、
と
ん
ぼ
祭
を
盛
り
上
げ
るの
が
生
徒

会
本
部の
当
而の
仕
事
で
す」
（
泊
四押
君）

ま
た 、
深
志」引附の
最
高
議
決
機
関
で
あ
る

「
生
徒
大
会」
は
最
近 、
定
数
を
満
た
せ
ず

に
流
会

に
なっ
た
こ
と
が
あ
る
。

「『
自
治の
刺
神』
の
下 、
出
席
は
各
自の

自
由
意
思

に
缶
さ
れ
ま
す
。

出
席
し
ろ
と
は

言
え
な
い
の
で 、
大
会
を
告
知
す
る
プ
ラ
カ

ー
ド
を
持っ
て

校
内
を
歩
き
回
り 、
注
意
を

絵本官官·rt::肉等学校vs：.正野msi学校
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校
で
は
学
国
祭の
特
設
ス
テ
ー
ジ
づ
く
り
は

専
門
業
者

に
委
託
さ
れ
る
が 、
深
志高
は
発

表
す
る
各
団
体
が
協
力
し 、
基
礎の
パ
イ
プ

の
組
み
立
て
か
ら
照
明 、
後
片
付
け
ま
で

H
場H

に
関
す
る一
切
を
やっ
て
の
け
る 。

郷
友
会

長
会
会

長
｜｜

当の
望
月
君
も
何

度
も
噛
ん
で
し
ま
う
早
口
言
葉の
よ
う
な
役

職
だ
が 、
旧
制
松
本
中
学
は
結
社
が
嫌
ん

で 、
同
じ
出
身
地の
生
徒
た
ち
が
自
治
団
体

を
結
成
し
た
。

郷
友
会
は
その
流
れ
を
浪
む

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
り 、
出’北
地
ご
と

に
三

十
余
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。

望
月
君
は
各
会

長
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
上
部
組
織の
会

長

と
い
う
わ
け
だ
。

「
と
ん
ぼ
祭の
灯
寵コ
ン
ク
ー
ル

に
出
品
し

た
り 、
『
よ
ひ
ま
つ
り
〈
宵
祭
り〉』

に
出
演

し
た
り
と
い
っ
た
活
動
を
通
し
て、
郷
友
会

は
下
級
生
が
深
志の
『
自
治の
精
神』
を
学

ぶ
場

に
なっ
て
い
ま
す」こぞ

郷
友
会
や
ク
ラ
ブ
が
挙っ
て
参
加
し 、
グ

ラ
ス
マ
ッ
チ
も
行
わ
れ
る「
と
ん
ぼ
祭」
は
例

年
7
月 、
4
日
間

に
わ
たっ
て
開
催
さ
れ
る
。

「『
自
治
の
精
神』
に
よ
り 、
日
程
は
生
徒

喚
起
し
て
い
ま
す」

と 、
議

長田の
勝
家
君
は
必
死
だ
。

何
よ

り
生
徒の
無
関
心
が
自
治の
伝
統
崩
壊

につ

な
が
る
こ
と
を
危
倶
し
て
い
るの
だ
。

生
徒

の
H

自
由
意
思H
と
H

自
分
勝
手M
の
違
い

に
つ
い
て、
上
保
君
が
明
快

に
答
え
た
。

「
例
え
ば 、
深
志
で
は
上
履
き

に
何
を
履
く

か
は
各
自の
H

自
由H
で
す
。

そ
れ
が
外
履

き
に
見
え
る
こ
と
を
い
い
こ
と

に
その
ま
ま

外
に
出
て
し
ま
う
の
は
H

自
分
勝
手H
で

す
。

決
し
て
上
腿
きの
ま
ま
外

に
出
て
い
か

な
い
の
が
深
志の
H

自
治H
で
す」

聴
援
園

長は
全

校
生
徒の
信
任
投
票
を
経

て
就
任
す
る 。
今
年
は
女
子
が
就
任
し
た
。

ク
リ
ク
リ
と
し
た
臨の
キュ
l
ト
な
小
野
さ

If�時掴＝��IJ_F-幸司
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・期待外れ
予期していた結果や状態

にならなかったことを表す
雷裁である。 ところが、 こ
れを、 ミ期待倒れな という
人が窓外に多い。「今年の
新人選手は、 いずれも、 期

待倒れの結果に終わった」
などというのである。

令見かけt日jいや ミ看板倒
れミなどということから、そ
れと混同した結果らしい。
ミ見かけと や ミ清板ミ は、
外から見えるものなので、

実質が巡っていた場合には
と倒れたミ ような状態にな
り、 な見かけ倒しと などと
いうのである。それに対し、
ミJVJ待ミ は、 予期するもの
で、 それが外れた場合には

ミ当てが外れたミ こととな
り、 ミJU］待外れミ という。

名門校ライパル物ltli

大
会の
可
決
を
もっ
て
決
ま
り
ま
す 。
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
テ
l
マ
ソ
ン
グ
や
T
シ
ャ
ツ 、
回

一周の
製
作 、
学

校の
警
備
も
準
備
期
間
中
か

ら
生
徒
た
ち
自
身
が
行
い
ま
す」
ハ
上
篠
君〉

一
般
生
徒
た
ち
が
予
算 、
決
算

に
も
目
を

光
ら
せ
るの
で 、
と
ん
突
委
員

長は
マ
ネ
ー

ジ
メ
ソ
ト
能
力
も
問
わ
れ
る
大
役
だ
。

生
徒
た
ち
が
必
ず
口

に
す
る
「
自
治の
精

神」
は 、
「
自
治
を
生
命の
若
人
は」
「
自
治

の
大
旗献ポ
し」
と

校
歌

に
も
う
た
わ
れ
る

と
お
り 、
旧
制
中
学
時
代
か
ら
誇
り
と
さ
れ

て
き
た

校
風
だ
。

た
だ 、
自
治の
精
神
が
ゆ

え
に
苦
労
も
あ
る
。

ん
だ
が 、
「
園

長
と
し
て
お
立
ち
台

に
上
っ

た
途
端

に
人
が
変
わ
り
ま
す」
と
増
津
君 、

望
月
君 、
上
保
君
が
口
々

に
言
う

。
深
志高

の
応
援
団
は
「
臆
援
園
管
理
委
員
曾〈

以
下 、

かた〈

際
管
ど
と
い
い 、
名
称

に
は
頑
な

に
旧
字
を

使っ
て
い
る
。

新
入
生
は
入
学
早
々
屋
上

に

集
め
ら
れ 、
臆
管

に
よ
る

校
歌の
特
訓
を
受

け
る
こ
と

に
な
る 。
そ
れ
は「
園

長
さ
んの
お

ha
た”

顔
を
見
ろ
l」の

雄
叫
び

に
よ
っ
て
始
ま
り 、

1
年
生の
伊
東
さ
ん
は
「
い
っ
た
い
何
を
さ

れ
るの
か
とパ
ニ
ッ
ク

に
陥っ
た」
そ
う
だ
。

初
曲
は
あ
る
と
い
う
応
援
歌の
振
り
付
け
も

ピ
シ
パ
シ
叩
き
込
ま
れ
る
。

そ
れ
と
い
う
の

も
深
キ
誌
は
全

校
踏
援
阻
制 、
つ
ま
り
生
徒

全
員
が
臨
援
圏
所
属

に
な
る
か
ら
なの
だ
。

＼ 

自分の将来の姿を明確に
する。 当たり前のことだ
が、 多くの人ができてい
ない。

私たちの教育は目標達成
の重要性を伝えていくこ
とです。

アチーブメント株式会社
http://www.achievement.co.jp ぐなら、特別冊子をプルト

f目標Iォ，u｜ ほ必要か フ
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ζいのぼり

5
月の
空

に
は
巨
大
な
鯉
峨
を
揚
げ
る
。

uu＠

 

「
昭
和
初
年 、
当
時の
岡
田
甫

校
長
先
生
が

五
月
晴
れの
空
を
仰
ぎ
な
が
ら
『
鯉
蛾
が
あ

る
と
い
い
な』
と
つ
ぶ
や
い
た
。

こ
れ
を
聞

い
て
い
た
生
徒
た
ち
が
鯉
織
を
手
づ
く
り
し

て
揚
げ
たの
が
始
ま
り
で
す」

小
野
さ
ん
が
生
き
字
引の
ご
と
く
解
説
す

る
。

約
8m
の
鯉
臓
は
毎
年
デ
ザ
イ
ン
を

校

内
公
募
し 、
限
管
が
縫
い
上
げ 、

校
長
が

目
玉

を
入
れ
て
完
成
す
る
。

昨
年 、
就
任
2
年
ー

の
坂
巻

校
長は
「啄
内2
号」
と
署
名
し
た c

校
庭の
「
小
林
有
也
像」
を
磨
くの
も
臆

管
の
仕
事
だ 。
小
林
有
也
氏
と
は
旧
制
松
本

j0；ド深志向�学校vs.長野高等学校

は
西
に
北
ア
ル
プ
ス 、
東
に
は
美
ケ

原
の
稜

線
を一
望
で
き 、
小
高
い
山
の
頂
の
よ
う

だ
。

こ
こ
で

校
歌
を
練
習
す
る
な
ん
て、
さ

ぞ
気
分
い
い
だ
ろ
う
と
思
う
の
だ
が 、

「
な
か
な
か
気
分 ．か
い
い
と
は
言っ
て
い
ら

れ
な
い
よ
う
で
す」

五
味
教
頭が
笑っ
た
。

聴
管の
指
導
は
ど

れ
だ
け
厳
し
い
の
か：：：
。

一
方の
築
7
年
目
の

校
舎
は
ま
る
でロ
グ

ハ
ウ
ス
の
よ
う
に
木
が
多
用
さ
れ 、
明
る
く

清々
し
い
。

別
棟の
図
的
館
は
同
窓
会の
寄

付
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
。
2
階の
自
習
室

で
はセ
ン
タ
ー

試
験
を

目
前

に、
3年
生
が

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト

に
余
念
が
な
い
。

同
窓
会
は
母

校の
1
30
周
年
を
記
念
し

中
学
初
代

校
長
と
し
て
「
自
治の
精
神」
を

唱
え
た
人
で
あ
る
。

陸管
メ
ン
バ
ー
は
ブ
ロ

ン
ズ
の
胸
像

に
語
り
か
け
な
が
ら
こ
れ
を
磨

き
上
げ
る
。

さ
ら

に、
と
ん
ぼ
祭
で
はフ
ア

イ
ヤ
l
ス
ト
ー
ム
を
主
催
す
る
が 、
こ
れ
が

例
年 、
大
騒
ぎ

に
な
る
と
い
う

。

「
消
火

に
大
量の
水
を
掛
け
るの
で 、
最
後

は
生
徒
同
士
が
泥
水の
掛
け
合
い

に
な
り
ま

す
。

そ
し
て
舞
台
上の
際
援
園

長
を
み
ん
な

で
引
き
ず
り
降
ろ
し
て、
泥
ま
み
れ

に
し

よ

う
と
す
るの
で
す」
（
小
野
さ
ん）

果
た
し
て
次の
と
ん
ぼ
祭
で
は 、
女
子の

小
野
園

長
に
も
容
赦
な
く
暴
徒
が
押
し
寄
せ

る
の
だ
ろ
う
か
。「

僕
た
ち
が
お
守
り
し
ま

す」

ll
橋
本
君の
頼
も
し
い
発
言
だ
が 、

ナ
イ
ト
精
神

に
よ
る
もの
で
は
な
い
ら
し

い
。

壇
上

に
峨っ
た
もの
な
ら
何
で
も
守
あ

の
が 、
橋
本
君
た
ち
舞
装
委
員
なの
だ
。

『
深キ山
高
新
聞』
は
カ
ラ
l
刷
りの
タ
ブ
ロ

イ
ド
判
で 、
特
集 、
論
説 、
コ
ラ
ム
な
ど
本

格
的
な
紙
面
づ
く
り
だ
。

休
刊 、
編
集

長の

辞
任
と
い
っ
た
本
格
的
な
騒
動
も
経
験
し
た

深
津
君
は 、
－
年
生
で
新
問
委
員
会
委
員

長

て
3
0
0
人
収
容
の
ホ
ー

ル
を
備
え
る
「
潔

志
教
育
会
館」
も
寄
贈
し
た
。

建
設
費
2
億

円 、
ホ
l
ル
は
な
ん
と
床
暖
房
付
き
だ
。

同
窓
会
会

長の
穂
苅
甲
子
男
氏
（
昭
和
げ

年
卒〉
は
在
学
中 、
東
京
｜
ロ
ン
ド
ン
最
短

飛
行
時
間の
新
記
録
を
出
し
た
飯
沼
正
明
飛

行
士
〈
昭
和6
年
卒〉
の
凱
旋
講
演

に
感
動

し 、
東
京
で
学
ぶ
先
輩
た
ち
が
帰
省
す
る
た

び
に
話
す
体
幹誠

に
大
い

に
啓
発
さ
れ
た
と

い
う

。
戦
後 、
自
分
も
母

校の
後
輩の
た
め

に
貢
献
し
た
い
と 、
地
元の
仲
間
刊
人
ほ
ど

で
細
々
と
活
動
を
開
始
し
た
。

「
戦
後の
混
乱
期

に
あっ
て
み
な 、
食べ
る

の
に
精一
杯
で
同
窓
会
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

ま
ず
は
『
同
窓
会
維
持
会』
を
結
成

名門校ライパル物�i

lf�"f'Gill＝ι予，E晃司

識島《也
、� u ./ ・ぞ盲 土曜----· · SJ/ • .， 先負

・セブンサミッター
seven summiter。 世界の7

大陸の最高峰を制翻した登
山家に対する略称である。
北米のマッキンリー、 南米
のアコンカグア、 アジアの
エペレスト、 ヨーロッパの
エルブルース、 アフリカの
キリマンジャ口、 南極のピ
ンソンマシフ、 オセアニア
のコジウスコかカルステン
ツが、 その最高怖である。

愛知県山岳連脱会長の石
JI I日成さん（71鎌）が、l月
218に、 南筏大陸のピン
ソンマシフ（4897m）の登頂
に成功。65歳で、 当時の
最高齢でエベレストの登頂
に成功してから、 各大陸の
最高崎も次々に制lf.i1。 今回
の成功で、 最高齢のセブン
サミッターとなっている。
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を
引
き
継
ぎ 、
新
聞
を
復
活
さ
せ
た
。

復
活

第
1
号の
締
め
切
り
が
期
末
考
査
直
前

に
当

た
り 、
寝
ず

に
頑
張っ
た
そ
う
だ
。

「
勉
強
も 、
委
員
会
活
動
や
イ
ベ
ン
ト

に
参

加
し
て
社
会
性
を
身

につ
け
る
の
も 、
ど
ち

ら
も
学
生の
本
分
だ
と
思
い
ま
す
か
ら」

深キゆ
高
で
は
1コ
マ
日
分
だ
。
－
年
生の

伊
東
さ
ん
は

長い
授
業
時
間

に
戸
惑
っ
た

が 、
2
学
期
か
ら
は
すっ
か
り
慣
れ 、
そ
し

て
気
づ
い
た
そ
う
だ
。

「
深
志

に
は
確
か

に
自
由
が
あ
り
ま
す
が 、

同
時

に
勉
強
す
る
空
気
も
あ
り
ま
す」

日
分の
授
業
で
は
じっ
く
り
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

教
師の
個
性

に
も
じっ
く
り
つ

き
合
う
こ
と

に
な
るの
で 、
生
徒
は
けつ
こ

う
面
白
が
る

よ
う
だ。

床
板
でつ
くっ
たバ
イ
オ
リ
ン

翌
日 、

校
内
を
見
て
回っ
た
。

有
形
文
化

財の
校
舎
は
濃い
褐
色の
廊
下 、
腰
板 、
ア

ー
チ
型の
窓
枠
が
松
本
民
芸
家
具
を
紡
榔
と

さ
せ
る
。

階
段の
手
す
り
や
踏
み
叡
は
角
か

すっ
か
り
ま
る
く
なっ
て
い
た
。

屋
上
か
ら

し 、
休
眠
状
態
だ
っ

た
同
窓
会
を
徐
々
に
覚

醒 、
拡
充
さ
せ
て
い
き
ま
し
た」

先
生
が
住
む
と
こ
ろ
が
な
く
て
困っ
て
い

たの
で
家
を
建
て、
次

に
運
動
部
が
困っ
て

い
たの
で
部
室
を
建
て
た
。

森
を
つ
く
り 、

図
侶
館
を
建
て、
つ
い

に
2
億
円の
会
館
を

建
設
す
る
ま
で

に
至っ
たの
で
あ
る
。

旧
校
舎の一
つ
が
建
て
替
え
ら
れ
た
際 、

穂
苅
氏
が
階
段
部
分の
床
板
を
き
れ
い

に
磨

い
て
保
管
し
て
お
い
た
と
こ
ろ 、
高

校
幻
回

生
（
昭
和
特
年
卒）
た
ち
が
こ
れ
を
材
料

に

ら
よう

し
てバ
イ
オ
リ
ン
2
挺
と
ピ
オ
ラ 、
チェ
ロ

を
製
作
し
た
。

その
お
鼓
笛
目
の
式
典
で
は

中
嶋
嶺
雄
氏
（
前
出）
が
バ
イ
オ
リ
ン
を
弾

い
た
。
1
30
周
年
記
念の
コ
ン
サ
ー
ト
で

通信講座で椋取引の
韮本をマスター!I家で気軽に、勝式投資
がスター トできるグ国時しし純案内恥

無料進室．インヲーネyト
か電信・FAX・ハガキ（係名
を明記）でご締求くださL、。

www.happy-semi.com/nk 
TEl.03(3465)2012 FAX0120(161)418 
'1' 151・8671東京Gi受益区元代々木町14 · 3
日本創芸学院���斜K
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も
床
板
で
つ
くっ
た
弦
楽
器

に
よ
る
四
重
奏

が
後
輩
た
ち

に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
た
。

中
嶋
氏
は

高
校
時
代 、
生
家の
倒
産

に
よ

っ
て
生
活
が一
変 、
失
恋の
大
打
撃
も
受
け

た
が 、
バ
イ
オ
リ
ン
を
奏
で 、
水
彩
画
を
描

き 、
山
岳
部

に
も
所
属 、
さ
ら

に
はフ
ラ
ン

ス
人の
祖
先の
名
を
冠
し
た
「
ラ・
ソ
シ
エ

テ・
ゴ
l
ロ
ワ
l
ズ
ハゴ
lロ
ワ
協
会
と
を

結
成
し
て
フ
ラ
ン
ス
文
化
を
論
じ 、
と
ん
ぼ

祭
で
は
凱
旋
門
を
つ
く
る
な
ど 、
深
志の
背

春
を
謡
歌
し
た
。

「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
超
え
て
原
爆の
非
を
繰

り
返
し
語っ
た
岡
田
甫

校
長、
ま
さ

に
自
由

人の
フ
ラ
ン
ス
語の
並
木康
彦
先
生 、
後

に

古
代

史の
大
家
と
な
る
熱
血
漢・
古
田
武
彦

先
生 、
映
画
通の
俳
人・
藤
岡
改
造
ハ
藤
岡

筑
仰）
先
生 、
『
其
理
は
平
凡
な
り』
の
金

言
を
与
え
て
く
れ
た
平
沢
武
男
先
生・・・・・・紫

晴
ら
し
い
師

に
恵
ま
れ
た
お
陰
で
す
。

知
的

に
も
文
化
的

に
も 、
そ
し
て
人
間
的

に
も
成

長
す
る
環
境
が
整っ
て
い
ま
し
た」

中
崎
氏
自
身
も
東
京
外
国
語
大
学
学

長
を

務
め
た
後
に
国
際

教養
大
学
を
立
ち
上
げ 、

出品陣a官、向暗干伐VS.R'l!Trlb＇；�字以

に
県
下
4

番
目
の
中
学
校
で
あ
る
「
上
水
内

中
学

校」
が
誕
生
し
た
。

上
水
内
郡
連
合
町

村
会

に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
こ
の
中
学

校

は 、
翌
年
設
立
さ
れ
た

長
野
県
中
学

校
本

校

に
その
ま
ま
引
き
継
が
れ 、
先
述の
と
お
り

松
本
との
聞
で
本

校、
支

校
が
行
き
来
し
た

末
に、
明
治
犯
年

に
旧
制
「

長
野
中
学

校」 、

昭
和
お
年

に
新
制
「

長
野
北

高
等
学

校」
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

さ
ら

に
翌
例
年

に
は

長
野

市
立

高
等
学

校
が
統
合
さ
れ 、
お
年
か
ら
女

子
生
徒
が
入
学。
初の
女
子
生
徒
は
2
名
だ

っ
た
。

その
後 、

校
名
改
称の
動
き
が
出
て

は
消
え 、
現
在の
「

長
野
同
等
学

校」
に
改

称
さ
れ
たの
は
昭
和
詑
年の
こ
と
だ
。

善
光
寺の
北東
約
1・
2
M
の

高
台

に、

知
的
環
境
を
整
え
るべ
く
奔
走
し
て
い
る
。

同
級
生

に
は

長
野
県
知
事の
村
井
仁
氏 、
日

本
百
貨
店
協
会
会

長・
三
越
相
談
役の
中
村

たねお胤
夫
氏
ら
が
い
る
。

－z

t
深
志の
文
化
的
な
風
土
は

激
画
監
督の
降

舵
康
男
氏ハ
昭
和路
年
卒）、
合
津
直
枝
氏〈
昭

和
幻
年
卒） 、
金
子
文
紀
氏（
昭
和
田
年
卒）
と

い
っ
た
多
くの
タ
リエ
l
タ
ー
を
育
て
た
。

故・
熊
井
啓
監
督（
昭
和
お
年
卒〉
も
夫
人の

明
子
氏（エ
ツ
セ
イ
ス
ト・
昭
和
制
年
卒〉

に

よ
く
恩
師の
思
い
出
を
語っ
た
と
い
う

。

「
教
練
が
あ
り 、
飛
行
場

に
動
員
さ
れ 、
熊

井
は
勉
強
よ
り
土
運
びの
毎
日
で
し
た
。

そ

ん
な
ご
時
世
で
も 、
ガ
リ
版
で
教
材
を
こ
し

ら
え 、
少
し
で
も
時
間
を
見つ
け
て
授
業
を

行
い 、
学
習
を
継
続
さ
せ
る
こ
と

に
ひ
た
む

き
に
取
り
組
む
先
生
が
い
ら
し
た
。

自
分
も

ど
ん
な
時
代
で
も
変
わ
ら
ず

に
求
め
ら
れ
る

もの
は
何
か
を
考
え
た
そ
う
で
す」

平
和
な
時
代

に
なっ
て
か
らの
深
志高
で

学
ん
だ
明
子
氏
も 、
「
あ
な
た
は
文
章
が
諮

け
る
人
だ」
と
い
う
教
師の
ひ
と
言

に
い
ま

も
励
ま
さ
れ
て
い
る 。
夫
妻
は
2
0
0
6
年

面
積
約
4
万
5
0
0
0
．貯
の
長
高
の
キ
ャ
ン

パ
ス
が
広
がっ
て
い
る
。

正
門
を
入
る
と
左

側
にレ

ト
ロ
な
木
造の
旧

校
舎 、
右
側

にス

マ
ー
ト
な
新

校
舎
が
立
つ
。

新
校
舎の
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
を
入
る
と 、
「
本
日
は
ス
ト
ー
ブ

を
焚
き
ま
す」
と
告
か
れ
た
札
が
掛
か
っ
て

い
る
。「

国
公
立
二
次
試
験
ま
で
お
日」
の

掲
示
も
あっ
て、
気の
せ
い
か
空
気
が
ピ
l

ン
と
張
り
詰
め
て
い
る

よ
う
だ
。

長
高
は
「
至
誠一
貫」
「
質
実
剛
健」
「
和

衷
協
同」
の
ガ
ツ
ソ
と
し
た

校
是の
下 、
男

子
5
1
1
名 、
女
子
38
2
名の
生
徒
が
学

ん
で
い
る
。

学
校の
象
徴
は
「
ト
ピ」
で 、

学
園
祭
は
「
金
鵡
（
金
色
の
ト
ピ）
祭」 、
そ

し
て
生
徒
た
ち
は
地
元の
人
た
ち
か
ら
「
金

......叫λ’ ・ ， .，＿噌.，，.宵

lf;:11討且＝乞車庫莞男事

3遡持�� �す芸品
苅野？＿ ，1/\電－ 1..主Jノ ・E・ 日 lltl

_, S/I U 仏滅
・樹木葬

里山などの土の中に遺骨
を埋め、 墓標として花木を
植える弊送のこと。 死後、
自然の中で限 りたいと考え
る人や、 核家族化が進み、
子孫に墓地管理の負担をか

けたくないと考える人など

が均え、 人気を集めている
ものである。

樹木弊は、 遺骨を自然に
返す倣ffの－.flT!として、 一

部の地域で古くから行われ
ていたものだが、 99年に、
岩手県一関市に、 山の環境
を守ることを目的にする滑f
木葬墓地去が登場。 それが
大きな話題となり、 注目さ
れたことをきっかけに、 全
国各地に、 地方自治体の貯
可を受けた樹木弊の墓地が、
次々に挺生している。
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の
秩 、
母

校
に
立
ち
寄
り 、
懐
か
し
い
学
び

舎の
屋
上

に
上っ
て
み
た
。

「
高
校
時
代

に
私
は
よ
く
上っ
た
もの
で
す

が 、
熊
井
は
あ
ま
り
そ
う
い
う
経
験
が
で
き

な
かっ
た
。一

緒
に
屋
上

に
上っ
て、
一
緒

に
昔
と
変
わ
ら
ぬ
山
並
み
を
眺
め
る
こ
と
が

で
き
て、
本
当

に
よ
かっ
た」

同
窓
生
同
士 、
時

に
摩
擦
が
起
こ
る
こ
と

も
あ
る
。
2
0
0
6
年の
県
知
事
選
で 、
村

井
仁
氏
ハ
前
出〉
が
同
窓
の
田
中
康
夫
氏

（
現
審
議
院
議
員・
昭
和
田
年
卒）
を
破っ
て

当
選
し
た
こ
と
は
記
憶

に
新
し
い
。

選
挙
で

は
同
窓
生
た
ちの
支
持
が
分
か
れ 、
さ
し
も

の
同
窓
会
も
こ
の
時
ば
か
り
は
キ
ナ
臭
さ
が

た
ち
こ
め
た
と
い
う

。
奇
し
く
も
選
挙
と
同

じ
年

に
母

校の
1
30
周
年
を
迎
え 、
と
も

に
祝っ
た
こ
と
で
キ
ナ
臭
さ
は
払
拭
さ
れ
た

よ
う
だ
。

－ea内・uu金鶏
僧
児
と
改
築
愉
争

年を、転長
上tじ野
水2て高
内Zみ校
郡よ 〈

長う以
野 。 r:
町 1 円
,.... 8 �三現8 � 
空 3 の
長 街 歴
野治史
市16に〉）目

鶏
健
児」
と
呼
ば
れ
て
き
た 。

長
高
は
近
年 、
大
学の
現
役
合
格
率
を
メ

キ
メ
キ
上
げ
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
2
0
0

7
年の
現
役
合
格
率
は
実

に
乃・
2
% 、
現

役
進
学
率
は
n・
8
%
。

国
公
立
大
学の
合

格
者
が
多
く 、
東
京
大
学

に
は
日
名
が
合

格 、
その
う
ち
叩
人
が
現
役
生
だ
。

ち
な
み

に、
深
志
高の
現
役
進
学
率
は
約
ω
% 、
東

大
合
格
者
は
7
名
〈
う
ち
現
役
生
が
5
名）

だっ
た
。

進
学
実
績
で
は
大
き
く
水
を
開
け

た
感
が
あ
る
。

「
秘
訣
な
ど 、
な
い
の
で
す」

小
山
碍一

校
長
は
断
言
す
る 。
週
5
日
制

が
導
入
さ
れ
た
際

に、
授
業
時
間
確
保の
た

め
に
行
事
を
精
選
し
た
学

校
が
多
か
っ
た

笈特
届 If 刈品 自 紘
本 j�虫
� c衣L
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が 、
そ
れ
も
やっ
て
い
な
い 。
4
月の
駅
伝

大
会 、
6
月の
春
挙
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ 、
7
月

の
金
鴻
祭 、
9
月の
私
季
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ 、

日
月の
音
楽
会 、
1
月の
ス
キ
l

教
室 、
伝

統の
行
事
は
すべ
て
鈍
し
た 。

「
大
学
進
学
を

目
指
し
て
入
学
し
た
資
質の

高
い
生
徒

に、
教
師
が
授
業
で
応
え
る 。
そ

れ
だ
け
で
す 。
自
分
だ
け
競
争

に
勝
と
う
と

せ
ず 、
学

校
で
お
互
い

に
励
ま
し
合っ
て
学

習
す
る

よ
う

に、
教
師
た
ち
は
生
徒

に
『
受

験は
団
体
戦
だ』
と
言っ
て
い
ま
す」

か
つ
て
長
高
は
毎
年
初
i一一一

十
数
名の
束

大
合
格
者
を
出
し
て
い
た 。
1
9
7
0
年
代

の
終
盤
か
ら
その
数
が
滅
り
始
め 、
m
名

に

満
た
な
い
年
が
長
く
続
い
た 。
長
野
県の
共

通一
次
試
験・
セ
ン
タ
ー

試
験の
成
績
や
現

役
進
学
率
が
全
国
的

に
見
て
著
し
く
低
い
こ

と
も
問
題
視
さ
れ
始
め 、
「
も
は
や
教
育
県

で
は
な
い」
と
県
内の
経
済
界 、
議
会 、
マ

めらわ

ス
コ
ミ
が
挙っ
て
危
機
感
を
留

に
し
た 。
不

快
感
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う 。

長
高
で
は
「
長
野の
教
育
問
題
は
長
野
高

校の
教
育
問
題」
と
し
て、
カ
リ
キュ
ラム

会
館は
2
階が
自
習
室
と
し
て
開
放
さ
れ、

生
徒
た
ち

に
も
親
し
ま
れ
て
い
る 。

m本深志向等学段、1長野�1i�学校

生
徒
会
問
新
聞
都

難
産の
末
「
生
ま
れ
た
新

校
舎
を
見
て
み

よ
う。
セ
ン
タ
ー

試
験
を
終
え
た
ば
か
りの

若
林
壮
太
君〈
3
年〉
が 、
二
次
試
験
前

に

も
か
か
わ
ら
ず
案
内
役
を
買っ
て
出
て
く
れ

た 。校
舎
は
旧

校
舎
を
模
し
て
ロ
の
字
形

に
建

て
ら
れ
て
い
る 。
建
物の
内
部
は
完
全

に
木

造
だ 。
床 、
壁 、
戸
や
階
段の
手
す
り

に
は

め
ら
れ
た
絡
子
が
ラ
イ
ト
な
ウ
ッ
ド
カ
ラ
ー

で
統一
さ
れ 、
真っ
白
な
天
井
と

よ
く
調
和

し
て
い
る 。
何
よ
り
廊
下
の
広
さ

に
驚
い

か
ら
授
業の
進
め
方 、
進
路
指
むの
方
法 、

生
徒の
自
習
の
し
方
ま
で
細
か
く
検
討
し 、

改革
に
取
り
組
ん
だの
で
あっ
た 。

同
窓
会
事
務
局
長の
丸
山
義
範
氏（
昭
和

羽
年
卒）
は
当
時 、
母

校の

教員
を
し
て
い
た 。

「
校
舎の
改
築
を
巡っ
て
賛
成
派 、
反
対
派

が
対
立
し
て
い
ま
し
た 。
進
学
実
績
で
低
迷

す
る
学

校の
空
気
を一
新
す
る
た
め

に
も 、

私
は
建
て
替
え

に
賛
成
で
し
た」

昭
和
M
年

に
建
て
ら
れ
た

校
舎
は 、
独
特

の
木
造
建
築
で
あっ
た 。
怖
敵
す
れ
ば
全
体

はロ
の
字
形の
洋
館
だ
が 、
正
而

に
仏
塔
風

の
屋
根
を
冠
し 、
長
野の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で

あ
る
善
光
寺

に
調
和
す
る
デ
ザ
イ
ン
だっ

た 。
昭
和
白
年

に
県
が
全
而
改
築の
方
針
を

伝
え
る
と 、
教
職
員 、
生
徒 、
O
B
か
ら
反

対の
声
が
上
が
り 、
改
築
推
進
派
と
保
存
派

が
真っ
向
か
ら
対
立 、
学

校の
食
堂
で
教
員

同
士
が
大
ゲ
ン
カ

に
な
る
こ
と
も
あっ
た 。

善
光
寺の
門
前
で
信
州
そ
ば
の
老
舗
を
営

む
藤
井
詩
人
氏
（
昭
和
泊
年
卒〉
は 、
「
長
野

高
校
木
造

校
舎
を
守
る
会」
の
世
話
人
代
表

を
引
き
受
け、
同
級
生
の
丸
山
氏〈前
出）

た。
特にコ
ー
ナ
ー
に
は
も
う一
部
屋
で
き

る
の
で
は
な
い
か
〈
貧
乏
性
の
考
え
だ
が〉

と
思
え
る
ほ
どの
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る 。
開
放

感
溢
れ
る
吹
き
抜
けの
階
段
は 、
「シ
ン
デ

レ
ラ
階
段」
と
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
だ 。

校

舎
と
い
う

よ
り
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
を
見
学
し

て
い
る

よ
う
で 、
中
庭
を
眺
め
な
が
ら
思
わ

ず
大
き
く
伸
び
を
し
て
し
まっ
た 。

高
校の
部
室
と
は
「
汚
い」
の
代
名
詞
だ

と
思っ
て
い
た
の
だ
が 、
班
室
棟（
部
室
棟

の
こ
と 。

長
日
で
は
ク
ラ
ブ
活
動
を
班
活
動
と

い
う）
も

校
舎
と
統一
さ
れ
た
仕
様
で 、
信

じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
き
れ
い
だ 。

校
舎の
1
階

に
は
古
色
蒼
然
と
し
た
プ
レ

イ
エ
ル
（
フ
ラ
ン
ス
の
ピ
ア
ノ
メ
ー
カ
ー）
の

'?if 初rJ7 �包
主／ ．，月曜-J SJ/ I， 大安

・へピロテ
女性誌などでよく使われ

だしているファッション用

路で、 「お気に入 りのjや、

「使いやすいjなどの愈味

がある。 元々は、 ラジオ局
やクラブなどのDJたちが、
気に入った曲やお薦めのrl11
のことを、 レコード縫を頻
繁に回すという1ま味から、
ミヘビーローテーションミ
と呼ぴ、 それをミヘピロテミ
と略した言葉。

ファッション業界でも問
機に、 お気に入 りで、 何度
も使い回しができるという

慾味で使うようになった。
ミヘピロテのH払 や とへピ
ロテのベルトミ というと、
デザインがシンプJレで飽き

がこず、 1ft:宝するRllやベル

トという意味になる。

IT：汀ff-111＝�·ヲfi>F-幸司

名門校ライバル物�Ii

保存運動によって取り組しを免れた！日佼命
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と
対
立
す
る
こ
と

に
なっ
て
し
ま
っ
た 。
守

る
会
で
は
建
築の
専
門
家の
鑑
定
も
得
た
上

で
新
聞
全
面の
意
見
広
告
を
出
し
た 。

「
校
舎の
保
存
運
動
が
O
Bの
単
な
る
懐
古

趣
味
で
は
な
く 、
歴

史
と
文
化の
継
承の
た

め
で
あ
る
こ
と
を
広
く
訴
え
ま
し
た」

改
築
問
題
は
地
元の
人
々
の
関
心
も
呼

び 、
親
し
かっ
た
同
級
生 、
教
職
員 、
町
の

人々
が
二
つ

に
割
れ
た 。
数
年

に
わ
たっ
て

論
争
が
続
い
た
末 、

校
舎
は
正
面の
棟の
み

が
保
存
さ
れ
た 。
新

校
舎
も
平
成
7
年

に
竣

工
し 、
＋u
い

校
舎
は
有
形
文
化
財

に
指
定
さ

れ、
同
窓
会
館
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る。

ピ
ア
ノ
が
鎮
座
し
て
い
る。
明
治
犯
年
の

冬 、
全

校
生
徒
が
申
し
合
わ
せ
て
暖
房
を
断

ち 、
節
約
し
た
練
炭
代
で
購
入
し
た
も
の

で 、
「
神
聖
な
ピ
ア
ノ」
と
呼
ば
れ
る 。
象

牙の
鍵
盤
を
叩
く
とパ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

に
似

た
音
色
を
聞
か
せ
る 。
近
くの
壁

に
は
O
B

の
故・
池
田
満
寿
夫
氏
（
昭
和
幻
年
卒〉
の

油
絵
も
さ
り
気
な
く
掛
かっ
て
い
る 。

校
内

を
探
検
す
る
と 、
ほ
か

に
も
著
名
な
卒
業
生

に
よ
る
告
や
絵
画
な
どの
お
宝
が
ぎ
く
ざ
く

発
見
さ
れ
る
ら
し
い 。

若
林
君
は
昨
年
9
月
ま
で
生
徒
会
長
を
務

め
た 。
応
援
団
長
も
兼
任
だ 。
長
高
で
は
生

徒
会
役
員
た
ち
が
応
援
団
常
任幹
事

（ジ
ヨ

l
カ
ン
と
呼
ば
れ
る）
と
な
っ
て
新
入
生
の

’
＼

気

来

ノ

空

未
一

常一

一

泊FA・
e

一

ム似
川
一

一－同
州一

訪聞

竺
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ク
ラ
ス
を
回
り 、

校
歌
や
応
援
歌 、
拍
手の

指
導
を
す
る
。

い
ま
で
は
通
過儀
礼の
よ
う

に
なっ
て
い
る
が 、
か
つ
て
は
厳
し
い
指
導

に
倒
れ
る
新
入
生
も
い
たの
で 、
救
護
係
が

待
機
し
た
と
い
う 。

「
昨
年
夏
は
野
球
班
が
ぬ
年
ぶ
り
に
県
大
会

決
勝
に
進
出
。

観
戦
に
見
え
た
年
配の
O
B

の
み
な
さ
ん
が
応
援
歌の
振
り
付
け
を
完獲

に
党
え
て
い
るの
に
は
驚
き
ま
し
た」

生
徒
会
に
は
地
味
な
役
回
り
も
あ
る
。

金

鵜
祭の
騒
音
で
迷
惑
を
か
け
る
か
ら
と
近
隣

を一
軒
ずつ
お
詫
び
に
回
り 、
桜
並
木の
落

ち
葉
を
掃
き 、
雪
か
き
も
す
る
。

�本深1�m等学後vs.JJ;野高等学校

を
果
た
し
た
。

大
先
踏
で
あ
る
最

高
裁
判
所

判
事の
才
口
千
晴
氏
（
昭
和
ロ
年
卒）
に
憧

れ 、
司
法
試
験
突
破
に
向
け
猛
勉
強
中
だ
。

長
野
中
学
時
代の
記
録
を
見
る
と 、
卒
業

生の
進
路
は
法
曹
界 、
官
吏 、
医
師
が
圧
倒

的
に
多
い
。

その
流
れ
は
現
在
も
続
き 、
才

口
氏
を
は
じ
め 、
元
経
済
企
画
庁

長
官の
問

中
秀
征
氏（
昭
和
制
年
卒） 、
福
岡

高
等
裁
判

所
長
官の
篠
原
勝
美
氏〈
昭
和
幻年
卒〉 、
元

特
許
庁

長
官の
荒
井
芳
光
氏（
同） 、
テ
レ
ビ

で
も
お
馴
染
みの
北
村
晴
男
弁
護
士（
昭
和

ω
年
卒〉 、
認
知
脳
科
学
者の
小
沢一
俊
民

ハ
昭
和
制
年
卒〉
な
ど
が
活
蹴
中
だ
。

才
口
氏
は

長
野
北
高
時
代の
最
後の
卒
業

生
で 、
同
期
会
は
「ベ
l
ラ
ス
（
北
ラ
ス〉

さ
て 、

校
舎の
隅々
ま
で
見
せ
て
も
らっ

た
が 、
新
聞
部の
部
屋
だ
け
は 、
若
林
君
は

ド
ア
の
ノ
ブ
に
さ
え
触
れ
な
か
っ
た
。

「
僕
が
こ
ん
な
と
こ
ろ
を
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い

るの
を
見つ
かっ
た
ら 、
何
を
言
わ
れ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
か
ら
ハ
笑〉」

生
徒
会の
天
敵は
新
聞
部
だ
。

長
高
生
徒

会の
機
構
は
執
行
機
関 、
議
決
機
関 、
監
査

機
関
が
三
権
分
立
し 、
新
聞
部
と
放
送
部
が

第
四
の
権
力
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

例

年 、
生
徒
大
会
で
は
生
徒
会
と
新
聞
部
が
火

花
を
散
ら
す 。
昨
年
は
会
計
事
案
を
巡っ
て

動
識の
応
酬
が
あっ
た
。

ま
ず 、
生
徒
会
原

案
に
新
聞
部
が
何
十
年
ぶ
り
か
の
「
棚
上
げ

動
議」
な
る
もの
を
出
し
て
き
た
。

生
徒
会

側
は
す
か
さ
ず
「
修
正
動
議」
を
出
し
た
。

「
動
識
に
は
採
決の
優
先
順
位
が
あ
り
ま
す

か
ら 、
『
棚
上
げ』
よ
り
先
に
採
決
さ
れ
る

『
修
正』
で
対
抗
し
た
わ
け
で
す」

相
手
が
何
を
言っ
て
く
る
か
を
想
定
し 、

大
会
前
に
十

分準備
し
て
い
たの
だ
。

新
聞
部
は
全
国コ
ン
ク
ー
ル
で
た
び
た
び

優
勝
す
る
名
門
だ
。

昭
和
お
年
発
刊の
『
長

会」
と
い
う 。
ベ
l
ラ
ス
会
に
は
劇
作
家の

やまし伝

別
役
実
氏
や
山
階
鳥
類
研
究
所

長の
山
岸
哲

氏
が
い
る
。

「ベ
っ
ち
ゃ
く〈
別
役〉
は
ク
ラ
ス
対
抗の

仮
装
行
列
で
演
出の
才
能
を
発
揮
し 、
優
勝

を
さ
らっ
て
い
た
。

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
交
換

円
誌
『
戸』
の
タ
イ
ト
ル
を
『
悲鳴」
に
変

え
た
り
し
て 、
お
も
し
ろ
い
発
想
を
す
る
仲

間
だ
っ
た
。

山
岸
は
ハ
ラ
に
蛇
を
巻
い
た

り 、
あ
そ
こ
に
ナ
ン
ト
カ
と
い
う
応
が
い

る 、
と
烏の
名
前
に ・も
詳
し
い
し 、
見つ
け

るの
も
早
かっ
た
。

二
人
と
も
ま
さ
に
秀
で

た
才
能
を
生
か
す
道
に
進
み
ま
し
た
ね」

才
口
氏
自
身
は
密
道
班
に
所
属
し
て
い

た
。

長
高の
小
山

校
長
に
諦
わ
れ
て
最
近 、

名！”j佼ライパル物お

1r�11品掴＝E;・�I，主主主司
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・良家ステイ
地)jのl込家に滞在し、 r.i

作業を体験した り、 地元の
人とふれあったりする旅行

のこと。 ち なみに、 賠学留
学やワーキングホリデーな

どで、 海外の良家に滞在す
ることは、 ファームステイ

と日子ぷ。

大都市の中学・高校では、
修学旅行の日程に、 このj災
家ステイを組み入れるとこ

ろが.Ii')えている。 l；是家で、
数人のグループに分かれて

2～3泊し、 炭産物の収穫

や家務の世話などを手伝っ
たりする。者II会の子供たち

には、 成作業や成家の人た

ちと食卓を阻むことなどが、

新鮮な体験となり、 社会の
マナーを学ぶのにも役立つ

と好評である。

J 

高
新
聞』
（
発
刊
当
時
は
『
北
高
新
聞』）

年
叩
回の
ベ
l
ス
で
発
行
し
て
い
る
。

身
訴

な
話
題
か
ら
時
局の
解
説 、
筆
者の
ポ
リ
シ

ー
を
しっ
か
り
打
ち
出
し
た
部
説
な
ど 、
非

常
に
内
容の
濃
い
新
聞
で 、
縮
刷
版
ま
で
発

行
さ
れ
て
い
る
。

新
聞
部
O
B
の
中
央
大
学
法
科
大
学
院
l

年の
山
口
春
彦
君
〈
平
成
ロ
年
卒）
は 、
当

たず〈

時の
塚
田
佐

長
野
市

長ハ
昭
和
泊
年
卒〉
の

－eeら

取
材
許
可
が
下
り
ず 、
諦
め
切
れ
ず
に

長
野

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
中の
会
場
ま
で
追
い
か

け
て
コ
メ
ン
ト
を
取っ
た
。

吉
村
午
良

長
野

県
知
事（
故
人・
昭
和
問
年
卒）
の
ア
ポ
な

し
取
材
に
も
成
功 、
後
日
知
事
室
か
らの
ク

レ
ー
ム
も
受
け
て
い
る
。

守224

そ
れぞ
れの
至
臓一
貫

「
長
高
新
聞
部
で
『
愚
直
に
何
に
で
も
ト
ラ

イ
す
る』
と
い
う
精
神
を
身
に
つ
け
た
か
ら

こ
そ 、
い
まの
僕
が
あ
り
ま
す」

山
口
君
は
卒
業
後 、
自
衛
隊
に
入
隊 、
海

外
派
兵
に
備
え
て
予
防
接
種
を
受
け
つ
つ
通

信
制の
大
学で
学び 、
法
科大
学院に
合格

「
常
思
郷〈いつ
もふ
る
さ
と
を
思うと
と

揮
翠
し
て
い
る
。

判
事
就
任の
年 、
O
B
と

し
て
母

校
で
購
演
し
た
と
こ
ろ 、
法
学
部
を

志望
す
る
生
徒
が一
段
と
増
え
た
と
い
う
。

最
高
裁の
判
事室
に
は 、

長
高の
モ
ッ
ト

ー
「
至
誠一
貫」
を
掲
げ
て
い
る
。

「
誠
実
に 、
適
正
か
つ
迅
速
な
事
件
処
理
を

し
よ
う
と 、
自
分
を
叱
時
激
励
し
て
い
るの

で
す」至

誠一
貫の

長
高
は 、
猪
瀬
直
樹
氏
〈
昭

和
刊
年
卒〉 、
日
垣
隆
氏（
昭
和
白
年
卒） 、

背
沼
陽一
郎
氏
ハ
昭
和
回
年
卒） 、
小
林
照
幸

氏
（
同）
と
い
っ
た
気
鋭の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
も
輩
出
し
て
い
る
。

日
垣
氏
は
弓
道
班
で
弓
を
ひ
き 、

前々回は、 I奇玉県立骨ti務1高等学伎と神宮詩川県立湖南向等学校
前回は開成中学・高等学校でした227 



一
次
回
は
宮
城
県
仙
台
第一
高
等
学
校
と
宮
城
県
仙
台
第
二
高
等
学
校
を
紹
介
し
ま
す…

「
班

長
に
選
ば
れ
た
ら
謹
ん
で
お
受
け
し
よ

う
と
思っ
て
い
た：：：」

が 、
選
ば
れ
な
か
っ
た
の
で 、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
は
生
徒
会
活
動
で
存
分

に
発
揮
さ
れ

た 。
当
時
も
生
徒
会
と
新
聞
部
は
犬
猿
の
仲

だっ
た
そ
う
で 、
金
鵠
祭実
行
委
員

長
と
し

て
し
ば
ら
く
中
断
さ
れ
て
い
た
フ
ア
イ
ヤ
l

ス
ト
ー
ム
の
伝
統
を
復
活
さ
せ 、
そ
れ
を

「
全
員
参
引」
と
し
た
と
こ
ろ 、
新
聞
部
が

制
作
す
る
壁
新
聞
で
叩
か
れ
た 。
もっ
と
も

フ
ア
イ
ヤ
1
ス
ト
ー
ム
自
体
は 、
前
日

に
雨

が
降っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず 、
参
加
者
た
ち

が
協
力
し
て
雑
巾
で
水
を
拭
き
取
り 、
大
盛

況
と
い
う
結
果
を
残
し
た 。
「
テ
ン
ト
村」

も
発案
し 、
成
功
さ
せ
て
い
る 。
中
躍

に
い

くつ
も
テ
ン
ト
を
し
つ
ら与え
て 、
テ
ン
ト
ご

と
に
違
う
テ
1
7
を
討
論
す
る
の
だ 。

「
テ
1
7
は
硬
軟
い
ろ
い
ろ 。
『
異
性

に
モ

テ
る

に
は
？』
の
テ
ン
ト
は
大
勢
集
ま
っ

た 。
恋
愛
論
議
も
理
詰
め
で
勝
負
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い 。
追
う
よ
り
追
わ
れ
る
の
が
基

本
だ
な
ん
て
い
う
こ
と
をロ
ジ
カ
ル

に
説
明

す
る
ん
で
す 。
他
の
テ
ン
ト
で
は 、
日
本
国

津
村
記
久
子

妻
に
内
緒
で

骨 中
！ ？山
立 智
認 幸

は
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
と
か 、
朝
鮮
半
島

は
ど
う
なっ
て
い
る
と
か 、
考
え
た
こ
と
も

な
か
っ
た
テ
l
マ
が
出
て
き
て 、
自
分
の
視

点
の
欠
落

に
気
づ
き
ま
し
た」

高
校
生
た
ち
の
討
論
は
朝
ま
で
続
い
た 。

近
年

に
わ
か

に
脚
光
を
浴
び
た 、
硫
黄
島

最
後
の
指
揮
官
で
あ
る
故・
栗
林
忠
道
陸
軍

大
将
も
旧
制

長
野
中
学
の
卒
業
生
だ
〈
明治

ω
年
卒〉 。
「
質
実
剛
健」
の
人
と
し
て
卒
業

生
や
生
徒
た
ち
の
尊
敬
を
集
め
て
い
る 。

「
長
野
高

校
の
人
た
ち
は
優
秀
で
す 。
勉
強

は
任
せ
た
〈
笑〉」
（
深
志
高
生）

「
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
を
守
る
こ
と
は
た
や
す

く
あ
り
ま
せ
ん 。
そ
れ
が
で
き
る
深
志
は
す

ご
い
と
思
い
ま
す」
〈長
高
生）

宿
命
の
ラ
イ
バ
ル

校
に
学
ぶ
現
在
の
高

校

生
た
ち
は 、
屈
託
の
な
い
笑
顔
で
話
し 、
ラ

あらわ

イ
パ
ル
意
識
を
顕

に
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た 。
し
か
し 、

長
野
県
で
は
出
身
大
学
よ
り

も
出
身
高

校
を
聞
か
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い

わ
れ
る 。
知
事 、
市

長
を
は
じ
め
自
治
体
や

企
業
の
要
職

に
は
深
中
高
と

長
高
の
出
身
者

定
価
1、
4
7
0
円｛
悦
込｝－
g
z
g
今omh
zu
Sゐ

兄
の
彼
女
と

旅
に
出
た

突
然、
兄
の
恋
人
と

旅
に
出
る
こ
と
に
なっ
た
男。

現
代
文
学、
期
待
の
新
鋭
が
描
き
出
す

「
自
転
か
ら
は
ぐ
れ
た
み
た
い
な」
孤
独1
1
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が
多
く 、
選
挙
や
人
事
異
動
の
た
び

に
就
任

し
た
の
は
わ
が
同
窓
生
か 、
ラ
イバ
ル

校
の

出
身
者
か
で
両

校
の
O
B
た
ち
は一
喜一
憂

し
て
い
る 。
宿
命
の
ラ
イバ
ル
対
決
は
い
ま

も
続
い
て
い
る
よ
う
だ 。

却

長
野
県
は
現
在 、
東
大
合
格
者
数
や
現
役
肘

進
学
率
の
観
点
か
ら
は 、
教
育
県
と
し
て
の
閥

復
権
は
未
だ
達
成
さ
れ
て
は
い
な
い
の
か
も
肌

し
れ
な
い 。
し
か
し 、
取
材

に
応
じ
て
く
れ
ト

た
両

校
の
生
徒
た
ち
が
例
外
な
く 、
語
尾
を
棚

上
げ
た
り
延
ば
し
た
り
せ
ず

に
き
れ
い
な
日
m

本
語
を
話
す
こ
と 、
少
し
方
言
も
ま
じ
え
て
航

敬
語
を
正
し
く
使っ
て
い
る
こ
と 、
そ
し
て
仰

何
よ
り 、
自
治
の

精神
と
地
域
の一
員
と
し
加

て
の
自
覚
を
持っ
て
い
る
こ
と

に、
教
育
県
川

の
本
領
は
しっ
か
り
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
灼

私
に
は
思
え
た 。

ー

ま
も
な
く 、
先
輩
の
熱
い
指
導
を
受
け
た
問

新
入
生
た
ち
の
絶
唱
が 、
松
本
の
空

に
も

長
蝕

野
の
空

に
も
響
き
わ
た
る
季
節
だ 。

師幅制使
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こみね・
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時

『トッ
プスポーツビジネス
の
段前担
金
4巻 、
『世
W

界の貧困
問題をいかに解決できるか』
などを編纂
似
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